



































が強化され、ア症者は希望に向かっていく、とするものである。これら 3 軸のうち、X 軸は
クライエントの行動の変化、Y 軸はクライエントの自己表現の変化を示しており、Z 軸は X
軸と Y 軸を側面的に支援する過程であり、ア症者にかかわる様々な関係者や関係機関との
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したものであると筆者は考えており、稗田の理論にも X 軸と Y 軸にはその部分が多分に含
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3.3 SBIRT と SBIRTS（猪野・長，2013；猪野・吉本・村上ら，2018） 
 SBIRT とは Screening，Brief Intervention，Referral to Treatment の略称であり、
Screening によって対象者を「ふるい分け」、Brief Intervention という「介入」によって
『危険な飲酒』に該当する者には節酒を勧め、『乱用』や『依存症』に該当する者には断酒
を勧め、Referral to Treatment によって専門治療の必要な者には「紹介」を行うという一
連の技法である。米国厚生省薬物乱用精神保健局（Substance Abuse and Mental Health 
Services Administration；SAMHSA）は「危険な飲酒の人には早期に介入し、アルコール
乱用や依存の人にはインテンシブな専門治療へタイムリーに紹介する包括的で統合された
公衆衛生的アプローチ」と定義している。米国予防医療専門委員会 U.S. Preventive Services 
Task Force，以下 USPSTF，は、SBIRT は最も臨床的に効果があり費用対効果の良いサー
ビスの一つであると結論付けている（Zgierska, A. & Fleming, M.F.,2009）。 
 わが国では、猪野・長（2013）がこの有用性に着目し、日本に取り入れた。その際、SBIRT
の後に and Self-help groups「自助グループへの紹介」を加え、「SBIRTS」を「医療者が普
遍的に行うべき『一連の治療過程』」として提示した。 
 本来 SBIRT 及び SBIRTS はプログラムであり連携モデルではないが、①専門治療への
紹介という要素もあって関係機関の連携が欠かせないこと、②わが国で SBIRT を発展させ
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 そのため、アルコール関連問題への対応力をつけるための研修を開催しており、特にアル
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検討型シンポジウム・グループワークによる研修の 3 つが行われた。 
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